
令和３年度 

 農業振興功績者表彰 

 受   賞   者 

 

 

 

 

優 秀 賞 

                                     てら   だ     まさ  ふみ 

     葛城市     寺 田 昌 史 

 
 

                                     まる    きょう   のう     えん 

     河合町     丸 強 農 園                          

 

 

 

 

 

チャレンジ賞   

                                     つじ   い   よし  はる 

     御所市     辻 井 義 治                         
 

 

 

 

ブランド創出賞  

                      おく   なか    なお   き 

     山添村     奥 中 直 樹 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優 秀 賞 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



てら    だ      まさ    ふみ   

寺 田 昌 史 
  

葛城市  
   

 寺田農園株式会社  

 代表取締役社長  

   

［経営規模］ 
 

２１０ａ 

水耕栽培 １００ａ 

施設栽培  ６０ａ 
      田 ・ 畑    ５０ａ  
 

 

［経営概要］ 
 

県内で唯一、約８０種類のハーブ栽培に本格的に取り組んでいる。仲買を 

  通しての販路開拓の他、都市圏へは、ＳＮＳ等を通じて直売を手がける。 

価格設定を独自で行うことにより、単価を上げ、収益を上げることに成功。 

 卸先に対応した様々なハーブを生産するとともに、エディブルフラワーや 

マイクログリーンなどを生産し、市場を開拓。 

 高設水耕栽培を行い、周年栽培、安定供給と多種類栽培を実現。働きやす 

い環境で従業員を雇用する。 

 また、地元大畑営農組合においてオペレータを中心的に担い、地域の農地 

の耕作を一手に引き受け遊休農地の未然防止に大きく貢献している。 
 

 

 

［表彰関係等］ 
 

平成１０年 全国青年農業者連絡協議会(４Ｈクラブ）会長就任 



［推薦者］  葛城市長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

［経営規模］ 

【ハウス全景】        

【約８０種類のハーブを栽培する】 

【高設水耕栽培による通年栽培を実現】 

【ハウス内の様子】        



まる  きょう   のう     えん   

丸 強 農 園 
  

北葛城郡河合町  
   

 

 

［経営規模］ 
 

ぶどう  

パイプハウス ３１０ａ 
 

 

 

 

［経営概要］ 
 

１００年前に大阪柏原市より移住し、ぶどう畑を開墾した山下一族の 

ぶどう屋としての志を継ぎ、河合町のぶどう生産の中心的な存在を担っ 

ている。 

 シャインマスカットをはじめ高級ぶどう２０種類を導入するとともに、 

ワイン用ぶどう生産にも取り組んでいる。 

 収益性の高い、直売に取り組み、固定客を獲得、成功を収めている。 

 実習者の受け入れ、新規就農に貢献。現在も担い手支援や育成に貢献 

している。 
 

 

 

 

［表彰関係等］ 
 

平成２８年 奈良県農業賞



【地元小学生の受け入れ・収穫体験】 

［推薦者］  河合町長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【圃場】 

【開墾の記念碑】 

山下本家の 

山下松太郎氏の名が 

刻まれている。 

【約２０品種を栽培する】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャレンジ賞 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



つじ    い      よし     はる      

辻 井 義 治 
  

御所市  

 

［経営規模］ 

３４５ａ 

 大和芋  １５ａ   里芋    １０ａ 

水稲  ３００ａ   その他野菜 ２０ａ 
 

［経営概要］ 

地元農家の中心的存在として秋津集落営農の組織作りに精進し、遊休農地を 

活用して、全国では珍しい、アフリカ原産の「カラハリスイカ」生産にチャレ 

ンジし、健康食品の原料として（株）ユーグレナと契約して販売している。 

   農のブランド化、耕作放棄地の有効活用を目指す「御所市６次産業化・地産 

地消推進協議会」の大和芋部会長に就任し、市の特産品である大和伝統野菜「大 

和芋」の復活、普及にチャレンジし、形が悪く市場に流通しない大和芋を有効 

活用した大和芋焼酎『みかけによらず』を市と連携して開発。大和芋の魅力を 

ＰＲしている。 
 

［推薦者］  御所市長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

カラハリスイカの実 御所芋（大和芋） 

規格外の芋を活用し、丹念に作られた御所芋焼酎 

「みかけによらず」 
御所芋圃場 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブランド創出賞 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



おく   なか     なお      き   

奥 中 直 樹 
  

山辺郡山添村  
 

［経営規模］ 
 

茶 １４ｈａ 
 

 

［経営概要］ 

農業を引退した農家の茶畑を引き受け、耕作放棄 

地の未然防止に尽力。茶業農家の高齢化に対応する 

ため、隣村の生産農家とパートナーを組み、共同事業を立ち上げ、さらに、法 

人化することにより、地域雇用の安定、規模拡大をすすめる。 

また、茶の小売り先や加工先（菓子店）を開拓し、協力連携して茶及び、ス 

イーツなどを商品化し、自社ブランド（『大和園』）での小売りに力を入れ、 

さらに売上拡大を目指し、東京など都市圏への小売り出荷にも取り組んでいる。 

 
［推薦者］  山添村長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【 圃 場 】 

【生産製茶設備 碾茶工場】 


